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１．太陽電池発電設備をめぐる対応状況について（案）

 昨年の太陽電池発電設備の事故等を踏まえ、第14回新エネルギー発電設備事故対
応・構造強度WGでお示しした以下の方向性で対応を検討中。

課題：一部の小出力発電設備が安全必要な性能を満たしていない恐れ

対応の方向性：
技術基準の適合性に疑義があると思われる案件について、電気事業法やＦＩＴ法に基づく、報
告聴取、立入検査を実施し、必要に応じて指導、改善命令、ＦＩＴ認定取り消し等の厳格な対
応を行う。

・案件を精査し、必要に応じて手続きを進めてゆく。

課題：豪雨により設置面やのり面が崩壊する恐れ

対応の方向性：
設置環境（斜面や切土・盛土された場所）に応じた発電設備の設置に係る設置基準を検討。

・土木関係の知見などを含め、「電気設備の技術基準」として取り入れ可能な技術的な知見を収
集・検討中。
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１．太陽電池発電設備をめぐる対応状況について（案）

課題：豪雨や台風に伴う水没や高潮により、感電や設備被害の恐れ

対応の方向性：
浸水可能性のある地域への発電設備の設置に関し、設置者に対し一定の対策（パワコン等の高
所への配置等）を求めることを検討。

課題：強風によるパネル自体の破損の恐れ

対応の方向性：
パネルについても（架台同様）耐風圧を十分考慮したものを選定するよう設置者に対し求めるこ
とを検討。

・ともに、来年度第一四半期に広報もしくは依頼文の形で設置者（設置予定者）に対策を求める
ことを目指し、内容等を精査中。
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１．太陽電池発電設備をめぐる対応状況について（案）

課題：豪雨や台風に伴う水没や高潮により、感電や設備被害の恐れ

対応の方向性：
浸水した発電設備に接近することの危険性についての国民に対する注意喚起を継続。

課題：一部の小出力発電設備が安全必要な性能を満たしていない恐れ

対応の方向性：
技術基準が定めた「性能」を満たすために必要な部材・設計・設置方法等の「仕様」を定め、これ
を原則化することを検討。

・電気設備の技術基準の解釈第４６条第３項を基に、仕様を定め、同解釈第２００条第２項
第２号の改訂により、仕様規定化を進める事ができないか検討。現行の鉄製架台に加え、アルミ合
金製の架台についても同解釈に追加する予定。

・例年夏前に実施している広報に、今年は最新の技術的知見に基づく事項を加えるべく、作業を実
施する。遅くとも来年度第二四半期前半までには、新しい広報を実施予定。
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２．小形風力発電設備のナセル落下事故について

 事故原因については、現在、メーカー等が究明中。
 経済産業省としては、メーカー立会いの下、立入検査を実施。あわせて、同様の事故を
防止するため、同型式設備の所有者に対して、原因が明らかになるまでは使用停止等
の安全対策を取るよう依頼。

http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/oshirase/2019/2/310204-1.html
２０１９年１月２４日に青森県内で発生した小形風力発電設備のナセル落下事故を踏まえたお願い（周知）


